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1. はじめに
ファジイ測度を用いた回転機器故障診断システムの診
断精度を向上するためには,診断に用いる振動スペク ト
ルの重要度及びファジイ測度のパラメータの決定方法が
重要になる.ここでは,これらの決定方法を示すと共に
実際の故障診断に適用した例を示す.
2.ファジイ測度及びファジイ積分
振動法に基づく故障診断を行 う際に,振動の各スペク
トルが診断に及ぼす影響の度合いを重要度と呼ぶ,診断
の結果得られる故障原因の可能性は,この重要度に基づ
くファジイ測度 と各スペク トルの適合度を用いたファジ
イ積分によって決められる.ファジイ測度は重要度を用
いて次式に基づいて構成される【l】.
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ここでXは全体集合,gtxノ担 スペク トル,/の重要度を
表す.
ファジイ積分には式 (2)に示すショケ積分を用いる.
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ここで,A(x,)はスペク トルx,の適合度を表す･また,
適合度は,設備診断技術者の知識に基づいて構成される
メンバ-シップ関数によって決められる.
3.手掌度と適合度の変化
重要度の決定方法には種々の方法が考えられる,ここ
では重要度を式 (3)に基づいて決定し,その割 り当て方
を公比再こよって決める.
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次にスペク トルの適合度について,発生 した故障に対
応する故障原因 (正 しい故障原因と呼ぶ)を診断すると
きに用いられるスペク トルの適合度は最大値即ち lに近く
その他の故障原因 (誤った故障原因と呼ぶ)に対応する
診断に用いられるスペク トルの適合度はそれより小さく
なる.ここでは,適合度を式 (4)に基づいて決め,その
変化の度合いを公比 Sで決める.
h(x,)- sn~' (0<S≦l) (4)
4.結果と考察
ここでは 4個のスペク トルを用いて故障診断を行 う場合
を例 として示す.正 しい故障原因の診断に用いられるス
ペク トルの適合度はほぼ最大値に近いため,読 (4)の S
を 0.9とする.一方,誤った故障原因の診断に用いるスペ
ク トルについてはSを 0.7とする.式 (り 及び (2)を用
いて得 られた故障原因の可能性について,正 しい故障原
因の可能性が 0.8以上となり,誤った故障原因の可能性が
0･6以下となるような式 日)の指数Yと式 (3)の公比r
について検討する.
指数Fと公比rを変化した晩 正しい故障原因の可能性
が 0.8以上の部分 (図上部の黒)と,誤った故障原因の可
能性が 0.6以下の部分 (図下部の自)を図 1に示す.図よ
り解るように,両者の境界におけるγとγの組み合わせを
用いることによって,これらの故障原因を可能性の差 0.2
で区別出来る. 0.I I IO
図 L rとYに対する可能性の変化
2個の故障に適周した場合を下の表に示す.変更前は従
来の方法,変更後は本方法を適用した場合の値である.
表 1.本方法の適用例
シ-ル部の接触 ロ-タの接触
i 4 3 2 1 4 3 2 1
htx,) 1 0.98 0.8 0.7蔑 0.98 0.65 0,63 0.33
g転) 0.22 0.ユ6 0.26 0.26 0.26 0,26 0.26 0.22
変更前 可能性-o十88tY-1) 可能性=0.66(7-I)
変更後 可能性-0.83(γエコ) 可能性-0,54 (7-2)
5.まとめ
回転機署故障診断システムの診断精度を向上させるた
めのファジイ測度のr及び重みの決定方法を示した･また
実際の故障診断に適用 した例を併せて示 した.今後はこ
れ らの値を解析的に決定する方法について検討する予定
で碩)る,
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